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小学校社会科における体験活動の活用方法一児童の認知的な関与に視点をあてて-





















































































































































































































































































Ａ 問題 の把握 問題 の解決 問題 の転移
































































































































































































体 験 の 内 容　　　 活用方法
問題解決過程
全 段 階
問　 題　 の　 把　 握 問　 題　 の　解　 決 問　 題　 の　 発　展
問 題 発 見 問題 の明確化 関 節 的 解 決 直接的解決 解決発表 問題 の転移





生　 活　 的　 実　 体　 験 ・１ １ １ １ １ １ ２ ８
社　 会　 的　 実　 体　 験 １ ３ ３ １ １ ２ ２ ２ １ ４ 20
模擬 的
体　験
役 割 的 模 擬 体 験 １ ２ ３ １ １ １ １ ２ 12
演 技 的 模 擬 体 験 ５ ５






感 覚 的 知 覚 体 験 ２ １ ３ １ ７
言 語 的 知 覚 体 験 ４ １ ７ ３ ４ ５ ７ １ ２ 34
視 覚 的 知 覚 体 験 １ １ 23 16 12 21 １ 15 ３ 11 ２ ３ １ 110
複 合 的 知 覚 体 験 １ 12 ３ ８ ２ ６ 11 １ ３ ４ １ ５ ２ ３ １ 63
表現的
体　 験
言 語 的 表 現 体 験 １ １ ２ ８ １ ３ ５ ４ ３ ７ 12 ３ ２ 59
操 作 的 表 現 体 験 ３ １ ３ ２ ２ ２ ６ １ １ ５ ４ 30
知覚･ 表
現的体験
視覚的知覚･言語的表現体験 １ １ １ ２ １ ６
視覚的知覚･操作的表現体験 １ １ １ ３
合　　　　 計 ３ ７ 39 16 28 13 ３ 30 44 10 11 15 ７ 24 ９ 21 11 ６ 13 20 ７ ９ ４ 11
なされている場合が多い。
・深化
これは体験活動によって児童に解決内容の本質的確
認をさせる活用方法である。問題の解決にあたり，単
なる確認にとどまってはいない。
・転化
これは体験活動によって児童に代替的な手段で確認
をさせる活用方法である。それため直接体験したり観
察することが不可能である場合にこの方法が採られる。
［解決発表段階］
ここでは体験活動の活用方法が「構成」「解釈」「予
測」 の３種類に分かれる。解決内容を発表するための
内容構成が基本である。それに児童の解釈や予測といっ
た内容を含んだ形態が加わる。
・構成
これは体験活動によって児童にバラバラの状態にあ
る解決内容を構成させる活用方法である。児童はこの
場で解決内容を組み替え構成する。
・解釈
これは体験活動によって児童に自分なりの解釈を含
んだ構成をさせる活用方法である。そのため文章，絵
画，劇などの手段によって児童の解釈を含めて表現さ
れている。
・予測
これは体験活動によって児童に未来への予測的な内
容が含まれた構成をさせる活用方法である。
［問題の転移段階］
ここでは体験活動の活用方法が「個別化」「一般化」
F‾実践化」の３種類に分かれる。児童 の新たな問題意
識が再び学習対象に向けられる場合，あるいは解決内
容の一般性を問題とする場合，さらには解決内容を実
践する活用とがある。
・個別化
これは体験活動によって児童の問題意識がさらに深
まり，違う角度から問題を追求させる活用方法である。
・一般化
これは体験活動によって児童に一般性を確かめさせ
る活用方法である。自分達が解決した内容が特別なも
のではなく，他の場合でも同様であるかを児童は確か
める。
・実践化
これは体験活動によって児童の問題意識を実践化さ
れる活用方法である。
以上 の内容を元にまとめたものが［表－１］である。
そして抽出事例をあてはめることで「初志の会」の授
業実践における体験活動の活用傾向が明らかになる。
Ⅲ。認知型体験活動の活用方法
ここでは認知型体験活動の中から評価できる事例を
取り上げる。そして児童の認知的な関与からその活用
方法を分析してみる。
１．問題の発見段階における体験活動の事例
知覚的体験によって内発的な動機付けがなされてい
る事例としては６年 匚錦絵をできるだけ忠実に模写す
る」を取り上げる。この事例は国立音楽大学附属小学
校の横澤敬蔵氏による単元 匚新しい世の中」で取り上
げられた体験活動である。2）
①授業の概要
明治時代の学習の導入時に，明治７年三代目安藤広
重によって描かれたとされる京橋・銀座の錦絵を児童
に示し模写する体験活動である。 この絵は政府による
大規模な都市計画によって忽然とあらわれた洋風の町
並みを描いたものであるＯ当然そこにはそれまでの日
本とは全く違うレンガ舗装や洋服に身を包んだ人が描
かれている。この事実を もとに近代になった日本を学
39 －
習するきっかけとしている
。単元全体についての詳細
な授業記録はないが問題把握段階ではこのような内容
となっているＯ
②体験活動の内容と活用方法による分類
この体験活動を分類すると体験内容は視覚的知覚体
験にあたる
。模写というこで知覚・表現体験とも考
えられるが描くということよりも
，それまでの江戸時
代とは全く違う景色と接触することに
，より重点がお
かれているためこの分類とした
。活用方法としては内
発的な探索に含まれる
。画風は錦絵ということで江戸
時代と変わらない
，しかしそこに描かれているものは
それまでとは全然異なる景色である
。これは児童にとっ
て新奇的なものであり
，なぜなのかという疑問を持た
せ，その理由を調べようとする動機づけになっている
からである。③体験活動の活用意義
この実践の活用意義は以下の点である
。当時の絵画
やモノを見ることは特別な活動ではない
。しかし，こ
の錦絵を見る活動は児童を極めて主体化するものであ
ると考える
。前述したとおりこの絵は江戸から明治へ
の大きな時代の変化を具体的に観察できる要素を含ん
でいる
。感覚面に鋭いこの時期の児童にとって観念的
な理解ではなく
，実感的に時代を捉えることができる。
そのため
，その後の学習では自分の見た絵をもとにい
ろいろな問いが生まれてきている
。ここでは体験活動
の活用はもちろんそれ以上に体験する内容の質が重要
なことが知見として得られる実践である
。
２
．問題の明確化段階における体験活動の事例
表現的体験で問題の構造化がなされている事例とし
て３
，４年複式「自分の考えを絵で構造的に表現する」
を取り上げてみる
。この体験活動は島根大学教育学部
附属小学校の真庭弘司氏によって実践された単元匚住
みよい松江市」の中にある。3）
①授業の概要
授業の概要は次のようになっている。まず自分たち
が住みよい松江市とはどうあるべきかを考えるために
下水問題や堀川浄化などが取り上げられている
。そし
て児童の目はお堀の現状について向けられた
。この中
で堀の水が汚くなった原因について児童は自分なりの
考えを絵図で表している
。個々によって描かれている
内容は異なるが
，人間，お堀，工場などの排水，そし
て堀に住む魚などが構造的に描かれてる
。そして堀を
きれいにするためにはどうしたらよいか
，解決案を児
童が話し合うのが学習の大筋である
。なお，このクラ
スは３年と４年による複式学級であるＯ
②体験活動の内容と活用方法による分類この体験活動は体験内容としては言語的表現体験で
ある
。絵を基本に吹き出しなどで自分の考えが表現さ
れている
。一方，活用方法は問題の構造化にあたる。
自分の持つ問題意識がいろいろな社会事象を絡めなが
ら構造的に表現されている
。人がごみを捨てることや
工場や家庭から流される下水が堀を汚す原因として描
かれており
，宍道湖と堀との水位が同じことが水の移
動を止める原因となっていることなどが表現されてい
る。
③体験活動の活用意義
この実践の活用意義は以下の点である
。ここでは文
章でも表現可能な内容があえて絵で表現されている
。
このことは文章では相手に理解してもらえるだけの表
現能力が備わっていない児童にも自分の考えを思いき
り表現する機会を与えることになっている
。さらに言
葉は断片的で表層的な考えだけの表現に終わってしま
うことがあるが絵や図では考えていることをどんどん
加筆することができる
。例えば無意識にごみが捨てら
れていると考える児童は「ポイ
」と擬態語を添えてい
る
。この児童の考えとしては堀にごみを捨てる気もち
は何気なく捨てるのであって
，まさしく「ポイ」なの
である
。またあ児童の絵ではごみが堀へと勢いよく
「ドドド
」と投げ込まれている。このようにここで活
用されている体験活動は児童の感じ方を自由に表現さ
せることができ
，結果として主体的な学習への参加を
保障していると考えられる
。
IV.終わりに
体験活動を考えるにあたって児童の認知的な関与に
視点を当てることで今までとは異なる分析を試みた
。
その結果
，体験活動を今までのように行動的な内容だ
けにとらわれて考えるのではなく
，認知的な手法での
活用によって児童の主体化か図られることが明らかと
なり
，具体的な事例を収集する事もできた。Ｏ今後，
実際の授業の中でその有効性を実証する必要がある。
（注）
1）体験の活用段階を設定するにあたっては以下の文献
を参考とした。
上田薫『知られざる教育』黎明書房1958年　pp.73-
74｡
「上田薫社会科教育著作集１問題解決学習の本質」明
治図書　pp.61― 2
2）（考える子どもJ Nal96 1991年３月　pp.26-32.
3）同上誌　劭｡70　1970年　３月　pp.48-61.
4）紹介した事例以外に評価できる体験活動の活用事例
としては拙稿「社会科授業における児童の主体化を意
図する体験活動の活用
一社会科の初志をつらぬく会の
授業実践を手がかりにしてー』1994年度兵庫教育大学大学院修士論文　1994.12を参照されたい。
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